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１

，
Ｆ
よ

「ヽ
ノ

・‐
ゝ
￥
＼
、

晩
秋
の
浜
辺
の
風
景
で
知
ら

れ
た
、
新
潟
の
美
術
界
を
代
表

す
る
画
家
、
西
村
満
が
昨
秋
、

逝

っ
た
。

新
潟
市
北
区
郷
土
博
物
館
で

は
、
西
村
の
画
業
を
展
観
す
る

企
画
展
を
開
催
中
で
あ
る
。

１
９
３
５
年
、
十
日
町
市
（旧

貝
野
村
）
で
生
ま
れ
た
西
村
は
、

そ
の
後
、
長
岡
市
や
五
泉
市
（旧

大
蒲
原
村
）
で
暮
ら
し
、
新
潟

大
学
に
進
学
し
て
初
め
て
海
辺

（寄
居
浜
）
に
臨
む
街
で
学
生

生
活

を
過
ご

し
た

の
だ

と

い

う
。
そ
の
西
村
が
、
後
に
生
涯

を
か
け
て
探
究
す
る

″
北
の
風

景
〃
の
ヴ

ィ
ジ

ョ
ン
を
見
い
だ

し
た
の
は
１
９
５
８
年
、
中
学

校
美
術
教
諭
と
し
て
赴
任
し
た

新
潟
市
松
浜
に
お
い
て
の
こ
と

だ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
２０
年

１２
月
１７
日
ま
で
、新
潟
市
北
区
郷
土
博
物
館

題
材
と
し
た

「廃
墟
の
階
段
」

余
に
わ
た

っ
て
西
村
が
取
り
組
　
の
連
作
を
制
作
し
て
い
る
。
彼

ん
だ
の
は
、
当
初
の
居
住
地
で
　
が
着
日
し
た
の
は
、
古
代
遺
跡

あ

っ
た

山
の
下
の
周
辺
地
域
　
の
よ
う
な
建
造
物
で
は
な
く
、

に
広
が
る
工
場
街
で
あ

っ
た
。
　

建
物
の
外
に

設

え
ら
れ
た
目

し
か
し
画
中
の
工
場
街
に
は
、
　

立
た
な
い
階
段
で
あ

っ
た
。
こ

高
度
成
長
期
の
活
発
な
生
産
　
の
荒
廃
ぶ
り
は
、
風
化
を
促
し

活
動
の
日
騨
や
熱
気
は
感
じ
ら
　
た
自
然
の
力
の
み
な
ら
ず
、
労

れ
な
い
。
西
村
が
描
き
出
し
た

働
の
跡
を
如
実
に
語

っ
て
い

の
は
、
大
気
汚
染
に
よ
る
人
為
　
る
。
現
実
の
風
景
と
向
き
合
い

駒
稔
灰
色
の
空
に
覆
わ
れ
た
、
　

な
が
ら
、
西
村
は
そ
こ
に
繰
り

廃
墟
の
ご
と
き
無
人
の
世
界
だ
　
広
げ
ら
れ
た
人
間
の
営
み
の
時

っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
と
空
間
を
、
寂
蓼
た
る
自

″北
の
風
景
″
に
お
け
る
主

．．，
身
の

″沈
黙
の
風
景
〃
と
し
て

要
な
題
材
で
あ
る

「錨
色
の
空
　
描
い
た
の
で
あ
る
。

の
下
に
広
が
る
浜
辺
と
廃
屋
」
　

　

ンつ
つ
り
ゆ
く
現
実
世
界
の
行

の
表
現
に
、
西
村
が
本
格
的
に
　
方
を
み
つ
め
る
西
村
に
は
、
自

着
手
し
た
の
は
、
１
９
７
０
年
　
然
に
対
す
る
絶
対
的
な
受
容
の

代
半
ば
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
　

姿
勢
が
あ
り
、
人
間
に
向
け
ら

小
屋
が
砂
丘
の
道
に
沿

っ
て
　
れ
た
愛
と
懐
疑
が
あ
る
。
そ
れ

連
な
る

「海

へ
の
道
」
は
、
そ
　
ら
を
全
て
包
み
込
む
空
洞
の
ご

の
人
影
の
な
い
静
寂
の
世
界
に
　
と
き

″
北
の
風
景
〃
の
時
間

自
己
の
孤
独
を
投
影
し
た
内
景
　
を
、
画
家
西
村
満
は
生
き
た
と

表
現
で
あ
る
。
海
風
に
う
ね
る
　
い
え
よ
う
。

砂
丘
に
孤
高
の
表
象
で
あ
る
か
　
　
当
展
で
は
、
工
場
街
、
浜
辺
、

の
よ
う
な
廃
屋

一
つ
が
描
か
れ
　
廃
鉱

・
廃
墟
の
各
シ
リ
ー
ズ
を

た

「北
の
浜
」
で
は
、
自
然

へ
　
中
心
と
し
た
２１
点
の
油
彩
作
品

の
畏
怖
と
人
間
存
在
の
は
か
な
　
に
よ
り
、
西
村
満
の

″北
の
風

さ
と
い
う
視
点
が
明
確
に
打
ち
　
景
〃
の
探
究
と
創
造
の
歩
み
を

出
さ
れ
て
い
る
。
目
に
み
え
な
　
た
ど
る
。

い
風
の
動
き
、
空
気
の
重
さ
や

　

　

（神
田
直
子

・
新
潟
市
北
区

湿
り
気
ま
で
も
繊
細
に
表
現
す
　
郷
土
博
物
館
学
芸
員
）

る
西
村
の
写
実
的
作
品
世
界
に
　
　
　
　
×
　
　
　
×

は
、
人
間
が
登
場
し
な
い
。
自
　
　
同
博
物
館
は
新
潟
市
北
区
嘉

然
の
な
か
で
人
為
の
痕
跡
が
示

山
。
月
曜
休
館
。
無
料
。

西村 満 「海へ の道」 1992年

風景探究と創造の歩み

▽

‐
咆珈八
争|::11ぐ :1

i‐ 11ilfド 11
. =■1‐■:,1


